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2009 年 4 月 立命館大学 

 

2009 年度に開講される立命館アジア太平洋大学（APU）のサマーセッション（夏期集中）科目につい

て、以下の要領で受講者を募集します。 

 

１．出願にあたっての注意点 

（1）2009 年度 APU サマーセッション科目については、各学部の受講登録制限単位数の枠外とします。 

ただし、 

①5回生以上で、「卒業に必要な単位が 8単位以内」でかつ「本年度受講登録単位数が 8単位以内で

卒業見込みとなる方」の学費（前期で卒業するか後期で卒業するかに関わらず、その年度の授業料

の半額）で履修を予定している場合 

②社会人学生で学費特例措置の適用を受けている場合 

は、それぞれ受講許可になった APU サマーセッション科目の単位数も学費の対象に含まれます。 

（2）履修合格した科目は、後期開講の科目として認定（N評価）します。従って、また、5回生以上の

場合、前期卒業の対象科目とはなりません。なお、単位認定されるには、単位認定がおこなわれる

後期に「在学中」または「留学中」でなければなりません。 

（3）学部により認定される科目分野（基礎教育分野／専門教育分野）が異なります。ページ最後にあ

る学部別読替科目一覧にある科目をすでに立命館大学で受講している人は、同じ科目を受講するこ

とはできません。（例：経営学部学生で「監査論」受講済みの場合、今回の「監査」は受講できま

せん） 

 

２．出願手続き日程 

内 容 期 間 

応募資格 
法学部、経済学部、経営学部、産業社会学部、国際関係学部、文学部、映像学部、理

工学部の 2回生以上（ただし、各科目の配当回生に満たない回生は受講不可） 

出願受付 

４月１５日（水）１０:００ ～ ４月２７日（月）１７:００ 

衣笠：各学部事務室、BKC：学びステーション 

◆ 専用出願票「2009 年度アジア太平洋大学サマーセッション科目受講出願票」にて

出願のこと 

◆ シラバスについては、立命館ホームページの「在校生のページ」の「りつめいト

ピックス」から「2009 年度立命館アジア太平洋大学サマーセッション(夏期集中)

科目受講者募集のお知らせ」を参照してください。 

  http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ac/kyomu/apu/09summer/index.htm  

受講許可 

発表 
５月８日（金）１３:００  所属学部掲示板にて発表 

受講登録 

許可された科目の受講登録の手続は、おこなう必要はありません。（大学側でおこな

います）ただし、5 月 21 日（木）以降に配布される個人別時間割表で、受講許可さ

れた科目が登録されているかどうか必ず確認してください。 
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３．2009 年度 APU サマーセッションの期間及び募集科目一覧 

（1）開講期間  2009 年 8 月 3 日（月）～8月 7 日（金） 

（2）募集科目一覧 ＜1科目のみ受講可＞ 

 

＜注意点＞ 

①開講期間が立命館大学と異なります。また本学の定期試験日と重なっていることに注意すること。 

②受講希望者が定員を上回った場合は、出願書類選考とします。 

③詳細な時間割や教室については、7月中旬に決定予定。 

 

 

４．受講が許可された場合 

（1）出願した科目について、各学部の掲示板（BKC は学びステーション）で許可発表を行います。 

（2）許可された科目の「受講登録」は、大学側でおこなうため、各自がおこなう必要はありません。 

（3）受講登録完了後の科目は、前期の受講辞退後に配付される個人別時間割表に、本要項最終ページ

にある科目名で記載されます。APU サマーセッション科目の受講が許可された人は、受講登録辞退

の有無に関わらず、必ず個人別時間割表を受け取り、許可された科目が記載されているか確認して

ください。 

（4）受講出願締切後の辞退は認めません。履修計画をしっかりたてて、安易な出願はしないでくださ

い。なお、APU サマーセッション期間（8/3～8/7）が本学の定期試験日および定期試験予備日に重

なっています。定期試験と APU サマーセッション受講日程が重なった場合に限り、申し出により指

定された期間に受講登録辞退を受け付けます。 

（5）成績評価・認定は、「N」（認定）・「F」（不合格）で行います。「N」については、GPA 計算に算入さ

れず、「F」についてはその単位数を GPA 算出の際の累計登録単位数に参入します。したがって、GPA

を下げることになりますのでよく考慮して出願するようにしてください。 

 

 

５．費用について 

（1）交通費、滞在費、テキスト代などは自己負担となります。 

（2）希望者は、受講期間中に AP ハウス（APU の学生寮）のセミナールームに滞在することができます

（講義前日～講義終了日翌日まで）。宿泊料は１泊 500 円（宿泊のみ）です。ただし希望者が多い

場合は、抽選となる場合もあります。 

以上 

配当 

回生 
区分 学部 科目名 担当者 

開講 

言語 

単位

数 
定員

2 専門 APM 
特殊講義（APM 専門教育科目)  

応用管理会計 
上總康行 日本語 2 5 名 

3 専門 APS 環境政策 松下和夫 日本語 2 5 名 

2 専門 APS 
特殊講義（APS 専門教育科目） 

E―Government & G―Reform 
奥村裕一 英語 2 なし 

2 専門 CAP 特殊講義(THP)ツーリズム産業論 林清 日本語 2 5 名 

3 専門 APM アジア太平洋地域経済経営研究 陳世宗 日本語 2 なし 

4 専門 APM 監査 岸牧人 日本語 2 なし 


